
なぜなに学習相談  学研教育情報資料センター

                                          資料番号２６３ 

 

 

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ                             X1030014 

 
バッタの

か

飼い
かた

方を
おし

教えて 

●
おおがたようき

大型容器で２～４ひき 

 
おおがた

大型の
よ う き

容器に、
つち

土を
ふか

深さ５～１０センチメートルほどしき、
した

下の
ず

図のようにあきびんをさ

します。びんには
みず

水を
い

入れ、えさのススキやエノコログサ、オヒシバなどをさしておきます。

ほかに、リンゴやキュウリなどを、くしにさして
い

入れてやります。バッタは
とも

共
ぐ

食いはしませ

んが、
か

飼う
よ う き

容器に
い

入れるバッタの
かず

数は
すく

少なめにします。 

  バッタは
おお

大
ぐ

食いですから、ひんぱんに、びんの
みず

水ごと、えさのエノコログサを
あたら

新しいも

のと
と

取りかえてやりましょう。３～４
か

日に１
かい

回、ふんをそうじしてやります。 

●
にっこうよく

日光浴をさせる 

 バッタは、
ひ

日あたりのよい
そうげん

草原にすんでいますので、１
にち

日に１～２
じ か ん

時間ほど
にっこうよく

日光浴をさせ

てやります。あとは、
かぜとお

風通しのよい、
ちょくせつ

直接
にっこう

日光のあたらない、すずしい
ところ

所に
し い く よ う き

飼育容器をお

いておきましょ
 

う。 

●
たまご

卵で
ふゆ

冬をこす 

 
あき

秋の
お

終わり、メスは
どちゅう

土中に
たまご

卵を
う

産 

み、やがて
し

死にます。
し

死がいはすぐ 
と

取り
だ

出しましょう。つぎの
とし

年の５～ 

６
がつ

月ごろ、
たまご

卵から
ようちゅう

幼虫がかえります。 
ふゆ

冬の
あいだ

間、
たまご

卵の
ほ ぞ ん

保存は、
つち

土がかわきす 

ぎないよう、１
しゅうかん

週間に１
かい

回、きりを 

ふいて
しめ

湿らせてやります。 

       （監修・中山 周平） 
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